
施設名 施設所管課

所在地 指定管理者

施設が求める人材を確保するため、法人に
よる職員の新規採用や計画的な中途採用も
行われている。また、施設が求める職員の
職責やキャリアパスは、職員行動指針・個
人目標管理シート・キャリアラダー・介護
職員チェックリスト等に明示され、職種
別・階層別の研修計画に基づき職員の人材
育成計画が策定され、職員の経験年数に応
じた資格取得支援など人材マネジメントが
行われている。今後、職員ひとり一人の意
向や経験等が記載された個人目標管理シー
トに基づく研修受講や施設面談の充実を図
ることにより、職員のスキル育成の更なる
向上が望まれる。

引き続き施設内での活動の様子等をホームページ等で情
報発信を行うとともに、問合せ時には、見学の促しを続
け、理解を得られるよう取り組む。

所管課確認欄
（施設所管課記入欄）

令和８年４月以降の取組予定
（指定管理者記入欄）

年度開始時に法人の事業計画、施設の事業目標を職員に
周知し、個人目標管理シートの作成につなげ、定期面談
による上期、下期での達成確認、評価を実施する。

改善すべき指摘内容等
対応事業者

（共同事業体の場合記入）
令和８年３月までの改善状況等

（指定管理者記入欄）

年度の途中での個人目標設定、達成具合、評価へつなげ
ることが難しいと判断し、個人目標管理シートの作成に
は至らなかったが、研修への参加や施設面談の充実を図
り、職員のスキル向上に努めた。

紙媒体やデータ入力での介護情報記録を、必要最小限と
することで、職務負担軽減に努める。また、更なる職務
負担減となるよう、介護記録システムの導入を検討す
る。

利用定員１０名に対し、毎回５〜７名の利
用という状況が続いている。費用の問題や
認知症対応型通所介護（一般的には認知症
デイサービス）という言葉がもたらす印象
など、利用者本人や家族からも受け入れに
くい状況も考えられるので、事業所情報の
発信の際には、サービス利用によって得ら
れた効果や一般のデイサービスとの違い、
実際に雰囲気なども紹介し、地域の中でよ
り理解を得られるような取組が望まれる。

施設運営に必要な情報の収集・利用・保
管・廃棄の規程等は、港区のルールを遵守
すると共に全職員への研修等により周知し
ている。また、個人情報の取扱いは、港区
個人情報保護方針に基づき、全職員から誓
約書への署名を義務付けている。収集した
情報は重要性や機密性を踏まえ、データ情
報はPCのID・PWによるアクセス制限、紙情
報は施錠付き書棚で保管し、情報漏えい防
止を図っている。今後はさらに、介護サー
ビス情報の一元化により、介護職員の介護
サービス情報入力の削減による介護職員の
職務負担を軽減していくことが望まれる。

港区芝3-24-5

港区立芝高齢者在宅サービスセンター (認知症対応型通所介護）

医療法人財団　湖聖会
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令和７年度第三者評価　改善状況報告書

令和8年3月31日

広報や見学案内の取組は実施されている
が、利用促進には更なる工夫が必要であ
る。サービスの特徴や効果を具体的に発信
するとともに、地域関係機関との連携を強
化し、認知症デイサービスへの理解促進と
利用者確保が望まれる。

介護情報記録を現状どのようにしているのか見直し、重
複している内容、記録の必要性のない内容等を確認、精
査し、次年度に介護情報記録の入力内容削減につなげら
れるよう努めた。

施設内での活動やお出かけ時の様子をホームページに掲
載し、雰囲気の紹介に努めた。また、問合せがあった際
は見学を促し、理解を得られるよう努めた。

研修・面談の充実により一定の人材育成は
図られている。今後は、年度当初から個人
目標管理シートの作成と定期面談を確実に
実施し、目標設定・達成確認・評価を一体
的に運用することで、職員の育成効果の更
なる向上が望まれる。

記録内容の精査による業務効率化への取組
は評価できる。今後は、記録の標準化・一
元化を進めるとともに、介護記録システム
の導入も含め、職員の負担軽減と業務効率
の一層の向上が望まれる。


